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8月24日から 28日までの 5円11.11，AIBS (American Institute of Bio-

logical Sciences)の大会がアメ 9jJ中部 lndiana州の Bloomingtonという

小 じんまりした大学I1ITにある州立大学を会場として俄された. AIBSは， ア
メ Y カ の生物学関係の全学会の総合機闘で， その中 lζ は大小 40 に余る学'::l.~

が含まれ，今年度の総参加者数は， 主筆録者数だけで 4，681名で，モグリを方11

えると 6，000人近いといわれ，講泌総数1，487という感大なものであった@乙

の学会のためには海外からも多くの新名学者が参加し，FI本からも北大のお1

インデイアナ大学
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二1:教授をはじめ数名の方々が，直

接参加せられた。私は昨秋来2年

間の期 IIJ~で ， アメリカ最小の而積 ­

f員長の名をもっ RhodeIsland 州

立大学!と勤務している関係よ， 乙

の大会lζ参加する機会を得た。

器類学会関係では，まず 24rI 

lC field tri pが行われたが，スケ

ジュクノレの関係で不幸にして参加

の機を失ったが，付近lと1&:(1::する

湖沼を中心lζ淡水ぷ:~全般の採集が

試みられ，すばらしかったという

参加者の訴を後で聞き，大変残念

だった。論文発表は 26円と 27口

の両日にわたり，アメリカ組物学

会とjhfli:の形で行われ，26件lC上

った。 比較的小さな誠議室で行わ

れたために，100人近い]依講者で，

いつも消iEiの盛況であった。誹泌
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は水産関係1，分類7，生態6，形態!;i， 発生4，生理3というように大別で

きたが，いずれも発表後熱心な質疑応答が行われたのには感心させられた.

女性による発表件数もそのうちの 30%をしめ， しかもなかなか立派な講演

態度と内容をもっ人が多かったのは，流石 Ladyfirstの図柄と思われた。変

ったのでは，水鳥を減銃で捕えて，その腸管内をしらべて，発見された藻類

の名をあげるとともに，その中のどういう種頬が再生能力をもったかという

ような発表があったが，内容そのものは特記すべきものはないものの，いか

にもアメリカ大陸らしいゆったりしたものであった。一方，あらゆる精密機

械を駆使して行われた純粋培養や実験発生の研究発表は，貧乏世帯になれた

私にとっては，実にうらやましい限りであった。

私は最後の臼の終りから 2番目に立ち，渡米以来の仕事内容を紹介した

が，スライドを主体にして，ゆっくりと，時にじようだんをまじえおがら 20

分近く話したが，皆よく聴いてくれて，これまでに経験したことのない楽し

い思いをしながらの発表ができた.終了後藻類学会会長の WHlTFORD博士，
副会長の SILVA博士をはUめ，多くの知人や，未知の人々までわざわざ握手

を求めに来られて，講演もよくわかり内容もよかったとほめてくれたのは感

激であった.

大会の運営については， 日本の諸学会と大同小異ではあるものの，サー

ビスはうんとわるく，講演会場でも Presider1人の外には，幻灯技師 1人

で，万事を進行させている有機で，講演番号の掲示すらないととは意外だっ

た.到着直後の登録にしても，係員が少ないため長蛇の列で約1時間余りも

待たされたが，気の長い米人は誰1人文句をいう者もなく，コカコ{ラをの

みながらおとなしく待っている有様は，一寸日本ではまねのできない風景で

あったろう。

藻類学会だけの懇親会はなく， 25日夕食は分類学会， 27日夕食は植物

学会の懇親会で，それぞれの会で又多くの知人を得たととは収穫であった。

なお植物学会の席上では，先述の SILVA博士(昨秋BangkokのPanPaeific 

Congress f[参加後，日本![立ちよられた)K対し，白diumIζ関する業績と，

藻類文献目録作成(アメ Pカ藻類会誌に分載された)乙の貢献によって，今
年度の学会賞(賞金250ドル)を与えられたととは，務類学関係者一同のよろ

ζびであった。

27日の夜 10時すぎから大会センターに一同入り，深更にいたるまで，

自由に歩き，自由lζ諮り，自由に飲んで別れを惜しみつつ大会は終った。
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